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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第105期

第２四半期
連結累計期間

第106期
第２四半期
連結累計期間

第105期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 209,549 235,854 434,445

経常利益 (百万円) 6,229 9,859 15,094

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,449 5,724 9,153

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 8,742 4,879 15,305

純資産額 (百万円) 127,038 132,687 133,143

総資産額 (百万円) 324,948 351,345 343,421

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 11.45 19.01 30.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― － －

自己資本比率 (％) 38.1 36.9 37.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 5,377 10,428 19,550

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △12,208 △6,067 △19,069

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,251 △13,874 1,143

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 17,001 17,370 27,076
 

 

回次
第105期

第２四半期
連結会計期間

第106期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.27 7.65
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業内容について重要な変更はありません。また、主要

な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国では内需が底堅く推移し、緩やかな拡大基調を維持しているもの

の、欧州・中国・新興国では外需面を中心に弱い指標が散見され、これにウクライナ・中東等の地政学的リスクが

重なって、全体として景気回復がもたつく状況となりました。国内では外需面において輸入が持ち直す一方で輸出

は伸び悩み、個人消費面においては消費増税の反動減から持ち直しが弱く、依然低水準を持続し、景気回復のペー

スは緩慢なものとなりました。

このような経済情勢の下、当社グループの物流事業分野では輸入貨物や三国間輸送貨物等の獲得に向けた営業体

制とアセットの整備を進め、構内作業量も含め、全体の取扱量を着実に増加させつつあります。一方、機工事業分

野では海外現地法人での足踏みはあったものの、国内の大型高炉改修ならびにＳＤＭ（大型定期修理工事）の追加

工事獲得と全体工事の工程効率化、資材・機材の流動化による収益向上を図り、増益を確保いたしました。

かかる国内外の経営状況に対して当社グループでは、基盤となる競争力のあるコストを創り出す体制を整備する

ことはもとより、工事管理体制の強化を進めております。今後更なるお客様の生産設備の集約・合理化がグローバ

ルに展開する中、海外における当社グループの事業拡大のためにも大きな課題と認識し、取り組んで参ります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,358億54百万円と前年同四半期比12.6％の増収とな

り、利益面においても営業利益が98億69百万円と55.8％、経常利益が98億59百万円と58.3％、四半期純利益は57億

24百万円と66.0％のそれぞれ増益となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

① 物流事業

国内では輸入を中心に主要港におけるコンテナ取扱量の着実な伸びとともに港頭倉庫作業の増加があり、内航

定期船作業の収益改善も奏功したことから増収増益となりました。３ＰＬ事業では国内の輸送部門の一部コスト

転嫁遅れや新規一般倉庫作業の立上げコスト発生などがありましたが、電子部品・化成品等の取扱量が増加した

ことに加え、海外の医薬関連品・化成品・自動車部品関連物流等が順調に推移したことから、前期並みの利益を

確保しております。構内では海外の一部構内作業の減少や国内のＳＤＭがピークを迎えたことによる石化構内で

の作業量減少はありましたが、鉄構内は総じて堅調であり、全体では増収となりました。

売上高は1,225億46百万円と前年同四半期比7.1％の増収、セグメント利益（営業利益）は20億77百万円と前年

同四半期比14.7％の増益となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める割合は52.0％であります。
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② 機工事業

国内では大型高炉改修ならびにその同調工事を工程改善を伴って順調に完工したことに加え、製造設備の老朽

化対策工事増加もあり、着実に収益改善を図って参りました。石油・石化のお客様における保全作業でも新規連

結による収益向上に加え、ＳＤＭメジャーによる増収が大きく寄与し、利益面でも工事全体の工程効率化および

要員・資材・機材の流動化が増収との相乗効果を生み、利益率向上に大きく寄与しました。この結果、海外の機

工事業での足踏みはあったものの、事業全体では大幅な増収増益となりました。

売上高は1,031億47百万円と前年同四半期比20.4％の増収、セグメント利益（営業利益）は71億67百万円と前

年同四半期比80.8％の増益となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める割合は43.7％であります。

 

③ その他

その他は、国内の構内を中心とした工事量の増大に伴う機材の賃貸が増加いたしました。

売上高は101億60百万円と前年同四半期比7.3％の増収、セグメント利益（営業利益）は４億78百万円と前年同

四半期比10.5％の増益となりました。　

なお、当第２四半期連結累計期間の売上高に占める割合は4.3％であります。

 

(2) 財政状態の分析

① 流動資産

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,579億31百万円であり、前連結会計年度末に比べ43億59百

万円と2.8％増加しました。主な要因は、手許資金の圧縮による現預金残高の減少と売上増加による受取手形お

よび売掛金や未完成工事に係る支出金の増加等の差によるものです。

 

② 固定資産

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は1,934億13百万円であり、前連結会計年度末に比べ35億63百

万円と1.9％増加しました。主な要因は、設備投資による有形固定資産の増加および退職給付に関する会計基準

改正に伴う繰延税金資産の増加等によるものです。

 

③ 流動負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は1,240億91百万円であり、前連結会計年度末に比べ11億42百

万円と0.9％減少しました。主な要因は、売上増加による外注費等の増加に伴う支払手形や買掛金の増加および

短期借入金の減少等の差によるものです。

 

④ 固定負債

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は945億65百万円であり、前連結会計年度末に比べ95億22百万

円と11.2％増加しました。主な要因は、長期借入金の増加および退職給付に関する会計基準改正に伴う退職給付

に係る負債の増加等によるものです。
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⑤ 純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,326億87百万円であり、前連結会計年度末に比べ４億56百万

円と0.3％減少しました。主な要因は、退職給付に関する会計基準改正に伴う利益剰余金の減少等によるもので

す。

当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末を1.0ポイント下回る36.9％となっており

ます。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

97億５百万円減少し、173億70百万円となりました。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の収入は、104億28百万円となりました。

前年同四半期との比較では、売掛債権の増加はあるものの、税金等調整前四半期純利益の増加および仕入債務が

増加したこと等により、資金の収入は50億50百万円増加しました。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の支出は、60億67百万円となりました。

前年同四半期との比較では、連結範囲変更に伴う子会社株式の取得による支出が発生しなかったことと、有形固

定資産の取得による支出が減少したことで、資金の支出は61億40百万円減少しました。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の支出は、138億74百万円となりました。

前年同四半期との比較では、社債の発行による収入がなかったことと、短期借入金の調達を圧縮したため、資金

の支出は126億22百万円増加しました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社連結グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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(6) 主要な設備の状況

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は以下のとおりであります。

 

会社名 所在地
セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

着手 完了

P.T.Sankyu

Indonesia　

International

インドネシア

共和国
物流事業

山九チカラン物流
センター２期倉庫

建設
1,799 -

自己資金

借入金等

平成27年

２月

平成28年

２月

倉庫面積：28,629㎡

土地面積：63,792㎡

建屋：鉄骨造２階建

 

　（注）土地63,792㎡は１期倉庫建設時に取得済み。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000,000

計 1,000,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 326,078,030 326,078,030
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数は、1,000株で
あります。

計 326,078,030 326,078,030 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年７月１日
　～平成26年９月30日

― 326,078 ― 28,619 ― 11,936
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社信託口

東京都中央区晴海１－８－11 24,004 7.36

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社信託口

東京都港区浜松町２－11－３ 19,409 5.95

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２－６－１ 10,080 3.09

公益財団法人ニビキ育英会 北九州市八幡東区中央２－24－５ 9,800 3.00

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区大手町１－５－５
(東京都中央区晴海１－８－12)

8,310 2.54

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社信託口４

東京都中央区晴海１－８－11 8,288 2.54

ジユニパー
(常任代理人　株式会社三菱東京
ＵＦＪ銀行）

東京都千代田区丸の内２－７－１ 7,045 2.16

山九従業員持株会 東京都中央区勝どき６－５－23 7,017 2.15

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社)

東京都千代田区丸の内２－１－１
(東京都中央区晴海１－８－12)

6,000 1.84

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１－２－１ 5,251 1.61

計 ― 105,205 32.26
 

（注）上記の他、当社所有の自己株式24,404千株（7.48%）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　 24,404,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式　  1,843,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　 297,178,000 297,178 ―

単元未満株式 普通株式　 　2,653,030 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数  326,078,030 ― ―

総株主の議決権 ― 297,178 ―
 

（注）１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含ま

れております。

 ２．「単元未満株式」欄には、自己保有株式および相互保有株式が次のとおり含まれております。

当社 169株

山九重機工㈱ 528株
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② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)      

当社
北九州市門司区港町
６－７

24,404,000 ― 24,404,000 7.48

(相互保有株式)      

山九重機工㈱
川崎市川崎区塩浜
４－13－１

1,843,000 ― 1,843,000 0.56

計 ― 26,247,000 ― 26,247,000 8.04
 

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権２個)あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄に含めております。

 

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 27,288 17,606

  受取手形及び売掛金 111,194 121,429

  有価証券 2,134 2,077

  未成作業支出金 2,843 4,628

  その他のたな卸資産 ※１  1,377 ※１  1,436

  その他 8,785 10,808

  貸倒引当金 △52 △54

  流動資産合計 153,572 157,931

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 50,472 49,668

   土地 59,338 59,422

   その他（純額） 24,587 27,904

   有形固定資産合計 134,398 136,995

  無形固定資産   

   のれん 8,401 7,667

   その他 6,842 6,811

   無形固定資産合計 15,244 14,479

  投資その他の資産   

   投資有価証券 21,411 20,971

   その他 19,826 21,984

   貸倒引当金 △1,030 △1,016

   投資その他の資産合計 40,207 41,939

  固定資産合計 189,849 193,413

 資産合計 343,421 351,345
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 61,139 68,572

  短期借入金 37,673 20,785

  未払法人税等 2,228 4,963

  未成作業受入金 701 965

  賞与引当金 1,809 2,588

  その他 21,681 26,216

  流動負債合計 125,234 124,091

 固定負債   

  社債 12,000 12,000

  長期借入金 28,165 35,590

  退職給付に係る負債 29,062 31,635

  その他 15,815 15,339

  固定負債合計 85,043 94,565

 負債合計 210,278 218,657

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 28,619 28,619

  資本剰余金 11,943 11,943

  利益剰余金 93,748 94,145

  自己株式 △8,750 △8,766

  株主資本合計 125,562 125,942

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 6,914 6,722

  繰延ヘッジ損益 △291 △252

  土地再評価差額金 △1,734 △1,734

  為替換算調整勘定 31 △742

  退職給付に係る調整累計額 △358 △192

  その他の包括利益累計額合計 4,560 3,799

 少数株主持分 3,020 2,945

 純資産合計 133,143 132,687

負債純資産合計 343,421 351,345
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 209,549 235,854

売上原価 195,888 217,890

売上総利益 13,660 17,963

販売費及び一般管理費 ※１  7,327 ※１  8,093

営業利益 6,333 9,869

営業外収益   

 受取利息 159 192

 受取配当金 292 297

 その他 592 590

 営業外収益合計 1,044 1,081

営業外費用   

 支払利息 475 459

 その他 673 632

 営業外費用合計 1,148 1,092

経常利益 6,229 9,859

税金等調整前四半期純利益 6,229 9,859

法人税等 2,591 4,099

少数株主損益調整前四半期純利益 3,637 5,759

少数株主利益 188 35

四半期純利益 3,449 5,724
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,637 5,759

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,356 △220

 繰延ヘッジ損益 △29 39

 為替換算調整勘定 2,776 △870

 退職給付に係る調整額 － 170

 持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

 その他の包括利益合計 5,104 △880

四半期包括利益 8,742 4,879

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 8,222 4,927

 少数株主に係る四半期包括利益 519 △48
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 6,229 9,859

 減価償却費 5,835 6,031

 のれん及び負ののれん償却額 479 725

 賞与引当金の増減額（△は減少） △2,049 778

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,516 －

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △1,723

 受取利息及び受取配当金 △452 △490

 支払利息 475 459

 売上債権の増減額（△は増加） 2,592 △10,357

 未成作業支出金の増減額（△は増加） △356 △1,787

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,703 5,393

 未成作業受入金の増減額（△は減少） 634 259

 その他 △3,834 2,795

 小計 6,334 11,942

 利息及び配当金の受取額 492 545

 利息の支払額 △495 △459

 法人税等の支払額 △954 △1,599

 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,377 10,428

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △5,147 △4,076

 無形固定資産の取得による支出 △706 △902

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△5,856 －

 その他 △498 △1,089

 投資活動によるキャッシュ・フロー △12,208 △6,067

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 社債の発行による収入 12,000 －

 短期借入れによる収入 119,576 64,217

 短期借入金の返済による支出 △129,501 △80,924

 長期借入れによる収入 11,001 13,006

 長期借入金の返済による支出 △9,789 △5,571

 配当金の支払額 △2,705 △2,706

 その他 △1,833 △1,895

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,251 △13,874

現金及び現金同等物に係る換算差額 964 △300

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,118 △9,814

現金及び現金同等物の期首残高 23,854 27,076

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

265 47

連結子会社と非連結子会社合併による現金及び現金
同等物の増加額

－ 60

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  17,001 ※１  17,370
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

 

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率の決定の基礎とな

る債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が4,477百万円増加し、利益剰余金が2,891

百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ96百万円増加しております。
 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日)

税金費用の計算

 
 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積

実効税率を乗じて計算しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１．※１ その他のたな卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

販売用不動産 12百万円 12百万円

貯蔵品 1,364 〃 1,424 〃
 

 

２．偶発債務

連結会社以外の会社の銀行借入金等に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
 

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

夢洲コンテナターミナル㈱ 1,282百万円  夢洲コンテナターミナル㈱ 1,246百万円

㈱ワールド流通センター  360 〃  ㈱ワールド流通センター 307 〃

従業員(住宅貸付) 325 〃  従業員(住宅貸付) 291 〃

小倉国際流通センター㈱ 170 〃  小倉国際流通センター㈱ 145 〃

その他(９社) 139 〃  その他(８社) 113 〃

計 2,278百万円  計 2,104百万円
 

　小倉国際流通センター㈱への保証170百万円
については、その60％を鶴丸海運㈱および山田
港運倉庫㈱が保証しているため、実質の保証額
は40％相当額の68百万円であります。

 　小倉国際流通センター㈱への保証145百万円
については、その60％を鶴丸海運㈱および山田
港運倉庫㈱が保証しているため、実質の保証額
は40％相当額の58百万円であります。

 

 

３．手形債権流動化に伴う買戻し義務額

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

    1,547百万円      1,337百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

   １．※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

人件費 4,139百万円 4,416百万円

退職給付費用 91 〃 73 〃

のれん償却額 479 〃 725 〃

減価償却費 400 〃 407 〃

賞与引当金繰入額 95 〃 201 〃
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

   １．※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 17,191百万円 17,606百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△189 〃 △236 〃

現金及び現金同等物 17,001百万円 17,370百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,715 9.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,715 9.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３物流事業 機工事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 114,405 85,675 200,081 9,467 209,549 － 209,549

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

3,647 2,111 5,759 3,257 9,016 △9,016 －

計 118,053 87,787 205,840 12,725 218,566 △9,016 209,549

セグメント利益 1,811 3,963 5,775 432 6,208 124 6,333
 

(注) １.  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機

材賃貸、土建・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２. セグメント利益の調整額124百万円は、未実現利益調整額であります。

３.  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「機工事業」セグメントにおいて、当社は平成25年６月28日に日本工業検査株式会社および他２社を当社の連結

子会社としております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間においては7,714百万円であります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３物流事業 機工事業 計

売上高        

  外部顧客への売上高 122,546 103,147 225,694 10,160 235,854 － 235,854

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2,825 1,989 4,815 3,918 8,733 △8,733 －

計 125,371 105,137 230,509 14,079 244,588 △8,733 235,854

セグメント利益 2,077 7,167 9,245 478 9,724 145 9,869
 

(注) １.  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム、人材派遣、機

材賃貸、土建・建築工事等の関連サービスを実施しております。

２. セグメント利益の調整額145百万円は、未実現利益調整額であります。

３.  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したこ

とに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「物流事業」のセグメント利益が55百万円増

加し、「機工事業」のセグメント利益が39百万円増加し、「その他」のセグメント利益に与える影響は軽微でありま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 11.45円 19.01円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 3,449 5,724

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,449 5,724

普通株式の期中平均株式数(千株) 301,150 301,083
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月12日

山九株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  柴  田   良   智   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  上  田   知   範   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山九株式会社の

平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山九株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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